
相
談
の
現
場
か
ら

　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

話
す
場
が
持
て
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。
私
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
に
は
、
性
別
違
和
や
性
的
指
向
に

関
わ
る
相
談
が
予
想
以
上
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
年
平
均
50
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

今
後
も
増
え
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
集
え
る
場
づ
く
り
も
活
動

の
ひ
と
つ
で
す
。
自
分
に
つ
い
て
本
音
で
語
る

に
は
、
安
心
で
き
る
安
全
な
空
間
が
不
可
欠
で

す
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々

に
は
、
一
般
社
会
の
常
識
か
ら
出
た
助
言
は
役

に
立
た
な
い
、
逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
見
で
は
な
く
「
自

分
の
気
持
ち
」
を
伝
え
る
こ
と
、
発
言
機
会
を

均
等
に
持
つ
こ
と
、
こ
こ
で
話
し
た
こ
と
は
こ

こ
に
置
い
て
い
く
こ
と
な
ど
、
聴
く
側
に
も
配

慮
が
必
要
で
す
。

男
か
女
か
、
だ
け
？

　
男
女
は
も
ち
ろ
ん
、
何
事
も
二
つ
に
分
け
る

二
項
対
立
的
な
考
え
方
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
人
種
（
白
人
対
黒
人
）
や
国
籍
（
日
本
人

対
外
国
人
）。
本
来
、
上
下
関
係
や
優
劣
は
な
い

は
ず
で
す
が
、
単
純
に
二
分
す
る
こ
と
が
、
差

別
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
過
去
の
歴
史

を
み
て
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
界
で
も
境
界
線
を
引
く
の
は
そ
う
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
昼
と
夜
。
昼
は
明

る
く
、
夜
は
暗
い
。
で
は
白
夜
っ
て
昼
？
夜
？

そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
の
要
素
も
含
ん
で
い
て
、
視

点
を
変
え
た
り
、
社
会
の
き
ま
り
次
第
で
見
方

は
い
ろ
い
ろ
に
変
わ
り
ま
す
。
コ
ウ
モ
リ
、
カ

モ
ノ
ハ
シ
、
ハ
エ
ト
リ
草…

簡
単
に
分
類
で
き

な
い
動
植
物
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
ね
！

　
人
間
は
、
工
業
製
品
と
は
違
う
の
で
、
整
然

と
男
女
二
つ
に
分
け
る
こ
と
は
、
け
っ
こ
う
難

し
い
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

も
の
さ
し

　「
よ
く
わ
か
ら
な
い
！
」

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
「
違
い
が
あ

る
」
こ
と
を
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
人
間
の
価
値
を

測
る
も
の
さ
し
は
一
本
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
も

一
本
、あ
な
た
に
も
一
本
、

そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
て
い
る

の
で
す
。
私
に
は
私
の
、

あ
な
た
に
は
あ
な
た
の
価

値
を
認
め
合
う
こ
と
が
対

話
の
出
発
点
で
す
。

　
自
分
と
違
う
事
柄
を
受
け
と
め
る
心
「
受
容

の
も
の
さ
し
」
が
必
要
で
す
。
な
ぜ
？
ど
う
し

て
？
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
も
の
か
な
、

と
少
し
だ
け
受
け
入
れ
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

も
大
事
で
す
。
そ
れ
が
な
い
と
偏
見
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

言
い
出
せ
な
い

　
公
共
ト
イ
レ
の
表
示
に
は
男
女
し
か
な
い
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
よ
ね
。
既
存
の
男
女
の
枠

組
み
に
入
り
づ
ら
い
人
が
い
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
ト
イ
レ
に
入
る
だ
け
で

肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
り
、
我
慢
し
て
入
ら

な
い
選
択
を
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
と
き
、
な
ん
の

表
示
も
な
い
ド
ア
を
開
け
ま
す
か
？
こ
れ
は
「
言

い
出
せ
な
い
」
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
き
な
い
状

態
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
全

体
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
れ
ば
、
ド
ア
に
表
示
が
あ
る
の
と

同
じ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
存
在
が

想
定
内
で
あ
る
社
会
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
一

か
ら
説
明
し
な
く
て
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

社
会
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

【タイガさんより】
　幼少期より性別に違和感を抱いてきました。小さなま
ちの中ということもあり、自分が自分であることを肯定
できずに苦しみながら過ごしていました。
　大学進学の折、自分の居場所が見つかるかもしれない
という思いで、東京行きを決意しました。そこでセクシュ
アル・マイノリティのサークルに入り、やっと自分の居
場所を見つけたと実感できました。自分のつらい経験か
ら安心できる居場所づくりをしたいと、現在のスクール
カウンセラーの道に進みました。

　今回セクシュアル・マイノリティにつ
いて考える機会が持てたことは、貴重
な経験となりました。自分自身や日々の
人間関係を振り返ることができ、対話
することの大切さを学んだからです。
　せっかく生まれ持った個性、本来の
自分を大事にしたいし、大事にされる世
の中であってほしいと思います。（成田）

【
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

(Sexual M
inority) 

】

　「
こ
れ
が
普
通
」「
こ
う
あ
る
べ
き
」「
異
性
を

好
き
に
な
る
の
が
当
然
」
と
い
う
性
の
あ
り
方

に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
た
ち
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
最
近
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
性
の
あ
り
方
は
多
様
で
す
。
い
じ
め
や
差
別

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
河
原
）

性
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

　「
女
か
男
」
生
ま
れ
た
と
き
に
身
体
の
特
徴
に
よ
り
性
別
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
家
族
や
地
域
、
学
校
や
職
場
な
ど
で
、
決
め

ら
れ
た
性
別
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
生
活
で
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
「
性
」
は
も
っ
と
多
様
な
も
の
で
、
最
近
で
は
個

人
の
性
を
「
身
体
の
性
」「
性
自
認
」「
性
指
向
」「
性
表
現
」
の
４
つ
の
切
り
口
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

同
性
カ
ッ
プ
ル
に
証
明
書

　
２
０
１
５（
平
成
27
）年
11
月
渋
谷
区
が

同
性
の
カ
ッ
プ
ル
を
「
結
婚
に
相
当
す
る

関
係
」
と
認
め
る
証
明
書
の
発
行
を
は
じ

め
ま
し
た
。
ま
た
世
田
谷
区
で
も
同
性
カ
ッ

プ
ル
が
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
誓
う

「
宣
誓
書
」
の
受
付
と
発
行
を
は
じ
め
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
６
月
か
ら
は
、
兵
庫
県

宝
塚
市
も
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
料
金
の
家
族
割
引
や
、

生
命
保
険
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
動

き
な
ど
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

＜身体の性＞

＜性表現＞

＜性自認＞

＜性指向＞

＜戸籍上の性別＞

「身体の性」は、生物学的にオスかメスか、です。たとえばペニスの有無など、身体的
な特徴である程度は客観的に判断される性別のことです（あくまでも「ある程度」）。

「性表現」とは、見た目の「女らしさ」「男らしさ」です。どんな表現が
「女らしい」か「男らしい」かは社会によって異なることなどから、
性表現は社会的な性別と言えるでしょう。

「性自認」はいわば主観的な性別のことで、
「自分は女である」「自分は男である」など、
その人が自認する性別を問うものです。

「性指向」とは、恋愛感情や性欲が主にどの
性別に向いているのかを示すものです。

日本の法律ではこの２種類の「性」のみが
記載されています。

　ＬＧＢＴのモチーフとして、「虹」
が使われることがよくあります。
虹の色は、多様な人間の性を表
しており、1978 年にアメリカで
デザインされた「６色のレイン
ボーフラッグ」が発祥となってい
ます。

LGBTと虹色

その他、混同されやすいマイノリティ
アセクシュアル…恋愛や性的関係をもたない人
Ｘジェンダー…「心の性」が男性、女性のどちらかに規定できない／

しない人
インターセックス（性分化疾患）…「身体の性」を特徴付ける生殖器・

生殖腺・染色体等がどちらかに統一されていない等、判別しにくい人

いろんな性

性の多様性

身体や戸籍上の性別に違和感があり、
それとは異なる性別として扱われたい、
生きていきたいと望む人

両方の性別を好きになる人、相手の性
別にこだわらない人

同性を愛する男性

同性を愛する女性レズビアン (Lesbian)

ゲイ (Gay)

バイセクシュアル
(Bisexual)

トランスジェンダー
(Transgender)

　セクシュアル・マイノリ ティ（性的マイノリティ）は民間の調査※では、人口の約 7.6％、左利きの人口とほぼ同じ割合と言われています。
決して少ない数字ではない のに身近に感じないと思う人が多いのではないでしょうか。差別や拒否感が根強く、公表できない背景がある
ためです。本来の「自分」 を偽り、隠して生きていくことは想像をこえる苦しみです。心と身体の性のありようは、人それぞれです。
　今号の特集では、まず知 らないことを知り、考えることから始めたいと思います。（近藤）

※「LGBT 調査 2015」電通ダイバーシティ・ラボ

セクシュア ル・マイノリティってなに？セクシュア ル・マイノリティってなに？
～多様な生き方を認め合うために～

原ミナ汰さん
　幼い頃から性別の境目で生きてきた。
現在はＸジェンダーを名のり、「ＬＧＢＴ
が想定内」の社会に近づくよう地域の支
援対策や国の制度・法律に性的指向や性
自認の視点を取り入れる活動をしている。
　よりそいホットラインの専門回線♯４
総括コーディネーター、ＬＧＢＴ法連合会
共同代表を務める。その他、自治体の性
的マイノリティ研修や相談支援に関わる。

タイガさん
　幼少期より性別違和を抱え、Ｘジェン
ダーの感覚を持つ。
　現在臨床心理士として性的マイノリ
ティの支援、ＤＶ／性暴力、スクールカウ
ンセリングの仕事をしながらジェンダー
平等社会の実現を目指し活動中。

二人の講師をお招きしました
人権週間記念事業より

講演会レポート

3

手を組めば新しい風


